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技術の概要

３．技術の効果

　従来型パイルオーガの課題であった削孔効率が高まったことで、超硬質地盤でも安定的かつスピー
ディーな施工を維持できるようになり、工期の短縮が可能となりました。
また、他工法との比較においても、地盤掘削や砂置換といった併用工法が不要なため、大きな工期の短
縮、工費の削減が可能です。

４．技術の適用範囲

・N値50以上の硬質地盤
 
特に効果の高い適用範囲
・換算N値600以上の超硬質地盤（転石や硬岩Ⅰまでの岩盤）
・市街地等の騒音対策を必要とする地域や夜間工事
・傾斜地（圧入機が既設鋼矢板上を自走でき、傾斜地に仮設構台の設置が不要）

２．技術の内容

５．活用実績

国の機関　28　件　（九州　8　件　、九州以外　20　件　）
自治体　　 58　件　（九州　13　件　、九州以外　45　件　）
民　 間　　 18　件　（九州　1　件　、九州以外　17　件　）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　超硬質地盤（CM級岩盤や転石など）における鋼矢板打設には、それぞれ以下のような課題があった
が、フライホイール式パイルオーガは、独自機構によって、超硬質地盤に対しても、安定的かつスピー
ディーな施工を実現し、これらの課題を克服しました。

【他工法では、工期・工費に課題】
硬質地盤クリア工法以外の工法では、掘削機で地盤を掘削した後、砂置換を行ってはじめて杭打機によ
る打設の工程に入ることが一般的です。工程数が多いうえ、地盤掘削と鋼矢板打設は1台の機械で行え
ないことから、長期化する工期や、それに伴う工費が課題となっていました。
 
【従来型パイルオーガでは、工期長期化の懸念】
従来型パイルオーガによる硬質地盤クリア工法は、砂置換の工程が要らず、地盤掘削と杭圧入を１台の
機械で行えます。これによって、全国の硬質地盤に対して、非常に多くの施工を行ってきました。
しかし、極度に硬い地盤が出た場合には、施工効率が低下し、工期が長引くなど課題がありました。

　本技術は従来型のパイルオーガに改良を加え、油圧モーターの動力を伝える回転軸に重りを組み込
むフライホイール機構を採用しています。重りによる回転の慣性モーメントを利用してトルクを増強するこ
とで、硬くて掘削しづらい地盤に出くわした際もオーガ回転速度の急落を防止し、安定したオーガ回転を
維持できるため、掘削効率が向上します。また、ケーシング、スクリュー軸の強度を上げ、エネルギーの
伝達効率を向上させており、「ビット」と呼ばれる切削爪の耐摩耗性もアップさせています。
　そのため、従来型パイルオーガよりも超硬質地盤に対応可能です。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


